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研究成果の概要（和文）：本研究課題は原理的に磁場依存性の無いクーロンブロッケード温度計（ＣＢＴ）を用いた強
磁場下における高精度断熱法比熱測定システムの構築である。ＣＢＴセンサーはトンネル接合におけるＩＶ特性から一
意的に温度を決定することができる１次温度計であるが、ゼロバイアスにおける振幅をロックインアンプを用いて測定
することで、１秒１点程度の比熱測定時における温度計測に利用できる。既存の超伝導マグネット＋希釈冷凍機にＣＢ
Ｔセンサーを組み込み、動作テストと改良を繰り返し、最終的に物性研究に投入可能なレベルまで開発を進めることが
できた。

研究成果の概要（英文）：Aim of the present study is to develop the system of the quasi-adiabatic specific 
heat measurement under high magnetic field using Coulomb Blockade thermometer (CBT) sensor, which is a pri
mary thermometer based on the change of electric conductance of tunnel junction arrays, because the full w
idth of the differential conductance depends only on the temperature of the sensor. The sensor can be also
 used as a secondary sensor by recording the amplitude at zero bias using Loch-in amplifier. This allow us
 to measure the temperature quick enough to perform the specific heat measurement.  Installing the CBT sen
sor to the system, we repeated the test and improvement.  Finally we could achieve the demanded level for 
the ordinary adiabatic method. 
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１．研究開始当初の背景 

 強磁場中における比熱測定は、様々な理由
から緩和法が採用される。市販装置もこれを
採用している場合が多く、昨今では、ほぼ全
自動で測定され、得られた結果を鵜呑みにし
ている傾向がある。緩和法は近似に基づいて
おり、その近似が必ずしも成り立つわけでは
ない。また、潜熱を伴う一次相転移を正確に
評価することは原理的に不可能である。理想
的には断熱法で比熱を評価すべきである。そ
の際、問題となるのが温度計の磁場依存性で
あった。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、原理的に磁場依存性を示さな
いクーロンブロッケード温度計（ＣＢＴ）を
採用し、強磁場、極低温下における高精度な
断熱法比熱測定システムの開発を目指した。 

 

３．研究の方法 

 上述のＣＢＴとはトンネルジャンクショ
ンにおけるＩＶ特性がクーロンブロッケー
ド効果の為に温度依存性を示すことを利用
した１次温度計（校正を必要としない）で
ある。具体的には微分コンダクタンスの半
値幅が温度にのみ依存し、磁場やその他の
外部パラメータに依存しないことを利用す
る。（図１） 
 

 
図１ 微分コンダクタンスの温度依存性 
 
 ただし、実際の断熱法比熱測定では、１
秒１サンプリング程度の温度測定が要求さ
れる為、このままでは使用できない。そこ
で、本研究ではゼロバイアスにおける振幅
の温度依存性に注目した。 
 この場合、個々のデバイスに依存した浮
遊容量などが問題となる為、１次温度計と
しては使えないが、２次温度計としては十
分利用可能である。原理的に測定時間も大
幅に短縮でき、また、ロックインアンプを
用いて平均化を行うことで精度を上げるこ
とが可能である。 

 
４．研究成果 
 初年度では、まず、ＣＢＴセンサーの動作
確認の為に、既存の８Ｔ超伝導マグネットと
希釈冷凍機を用いてテストを行った。磁場セ
ンターにＣＢＴセンサーをマウントして最
低温度１００ｍＫで微分コンダクタンスカ
ーブを測定し、磁場依存性が無いことを確認
した。 
 ただし、予想通り、一点測定で数分を要し、
この手法では比熱測定は不可能であった為、
ゼロバイアスにおけるコンダクタンス値の
温度依存性を測定することで、２次温度計と
しての利用を目指した。 
 測定精度の向上とサンプリングレートの
高速化を図る為に、様々な工夫を施し、十分
な開発期間を設けて、次年度中にほぼ満足で
きるレベルまで達成することができた。 
 最終年度では、最終目標である１３Ｔマグ
ネットの既存希釈冷凍機への導入を目指し
た。装置、機器の移設が必要であったため、
若干の計画の遅れがあったが、なんとか研究
期間内で移設を完了し、ＣＢＴセンサーと開
発プローブの組み込みまで達成することが
できた。 
 上記の開発と並行して、通常の温度計とし
て用いられる半導体の磁場中温度校正作業
も行った。断熱法比熱測定では、比熱の絶対
値自体に温度計の誤差が影響する為、本研究
を遂行したわけであるが、他の物性測定、例
えば、磁化や電気抵抗測定などでは、測定温
度が正確にわかれば十分である。しかしなが
ら、温度計の磁場依存性まで考慮した物性測
定は通常はあまり行われていないのが現状
である。低温であればあるほど温度計の磁場
依存性は著しいので、本来でれば、それを考
慮すべきである。 
 そこで我々は市販のセルノックスｒ温度
けり、ルテニウムオキサイド温度計等をＣＢ
Ｔセンサーを使って極低温領域での磁場中
校正を行った。 
 校正後の温度計は現在、様々な物性測定に
利用している。 
 以上、本研究の「強磁場中におけ高精度断
熱法比熱測定の開発」はほぼ想定した通り開
発が進み、極めて有効な手法として利用でき
ることがわかった。今後は本研究で開発した
システムを、これまで曖昧であった強磁場中
における一次相転移の研究、極低温領域の核
比熱の寄与が無視できない領域における正
確な比熱測定等に積極的に活用していく予
定である。 
 また、本研究成果を積極的にアピールし、
２０Ｔを超える国内外の強磁場施設での利
用も計画している。今後の益々の発展、成果
が期待される。 
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